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Ⅰ .　事務局が移転しました。メールアドレスの変更をお願い致します。

（1）事務局移転について
2009 年 1月 13日より、事務局所在地および連絡先メールアドレス、FAX番号が移転となりました。
以後、事務局宛の送付物、投稿論文等の宛先は奥付に記載の新住所・連絡先へご変更下さい。なお、
お問い合わせはメール、FAXでお願いいたします。
（2）登録情報の変更について
ご登録いただいている住所、メールアドレス、所属等のご変更があった場合はお早めに事務局ま
でお届けください。また送付先住所を所属機関へ指定されている場合は、所属機関を異動した際に
送付先変更のお申し出がないと、郵送物が宛先不明で届かなくなりますのでご注意願います。
（3）未納会費納入のお願い
宛名ラベルの右下下部に印字されている数字が貴台の未納会費総額です（0以下の方は完納となっ
ております）。郵便振替にて下記の口座までお支払くださるようお願いいたします。

 加入者名　日本科学哲学会 
 郵便振替番号 00170-2-55326

Ⅱ .　大会実行委員会からのお知らせ
大会実行委員長　並木雅俊

1. 第 42回大会の日程について

日本科学哲学会第 42回大会は、下記の要領で開催いたします。
場所：高千穂大学
期日：2009年 10月下旬～ 11月中旬の期間のいずれかの土曜・日曜日に開催
　※日程がまだ確定しておりません。決定次第、ホームページにて告知します。

＊シンポジウムのテーマについてご意見・ご希望がございましたら、3月 11日（水）までに事務局
宛にご連絡ください。
＊ワークショップについての具体的な企画、あるいはテーマについてのご希望がございましたら、3
月 11日（水）までに事務局宛にご連絡ください。
＊研究発表の申し込み締め切り期日は 8月 28日（金）を予定しています。
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Ⅲ .　 編集委員会からのお知らせ
編集委員長　野矢茂樹

1. 『科学哲学』42巻 2号の特集テーマについて

『科学哲学』42巻 2号（2009年 12月発行予定）の特集テーマを「脳科学と社会」とします。会
員の皆様には、このテーマにふさわしい内容の論文を募集いたします。どうぞ奮ってご応募ください。

締め切り期日 42巻 2号「脳科学と社会」：2009年 7月 13日（月）
＊事務局必着
＊なお、締め切りが過ぎましても自由応募論文としてこれらのテーマに関連する論文をご投稿いた
だくことは可能です。ただしその際、当該の号に掲載可能な期日内で審査を終えることができない
場合がありますのでご承知おきください。
＊その他の投稿規定については『科学哲学』41巻 2号掲載の「論文応募要領」をご参照ください。

 2. 自由応募論文について

自由応募論文は随時受け付けています。なお「論文応募要領」3にある通り、論文本体（これはレフェ
リーに転送されることになります）には論文タイトル（日本語と英語）と英文要旨のみを付けるこ
ととし、著者氏名と所属については、別に添付した表紙に記してくださるようお願い申し上げます。

Ⅳ . 　会計報告

1．2007年度決算報告（2007年 4月 1日ｰ 2008年 3月 31日）

＊収入  23,742,946

 

2006年度本会計繰越金 2,115,626
学会費納入 2,430,000
大会参加費 179,000
中央大学大会補助金 150,000
学会誌売上 76,480
預金利息 2,716
出版社著作権協議会分配金 27,000
石本基金より事務補助 800,000

＊支出  23,742,946
 

『科学哲学』40-1 398,100
『科学哲学』40-2 440,300
ニューズレター制作費 83,500
第 40回大会運営費 354,577
通信費 327,290
印刷費 43,963
消耗品費 88,707
委員会交通費 184,000
事務局費 40,750
講師料 30,000
事務局補助給与 1,119,600
アルバイト代・手数料 118,885

本会計（１）
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小計（1） 5,780,822

 

前年度繰越金 12,942,703
故石本氏ご遺族寄付金 2008年  
  5,000,000
預金利息 19,421

小計（2） 17,962,124

＊ 懇親会基金

前年度繰越 231,858
懇親会費（68名× 5000円） 340,000
利息 363
収入計 572,221

＊定期預金 

繰越 395,735
合計（来年度繰越） 395,735

＊ 収入  25,134,292 

2007年度本会計繰越金 2,551,150
学会費納入 2,200,000

支出合計（1） 3,229,672
本会計繰越金 2,551,150
小計（1） 5,780,822

 

若手研究助成 1,050,000
出版企画（アンソロジー 1巻）  
  1,104,175
国際学会援助金 50,000
石本賞副賞 100,000
賞状代 10,342
雑費（手数料） 3,465
事務補助費（本会計へ支出） 800,000
贈与税（2007年分） 530,000
支出合計（2） 3,647,982
石本基金繰越金 14,314,142
小計（2） 17,962,124

 
オードブル 90人前（単価 5000円）  
  450,000
来年度繰越 122,221
支出計 572,221

＊支出 25,134,292

『科学哲学』41-1制作費 450,000
『科学哲学』41-2制作費 450,000

石本基金（２）

2．2008年度会計予算（2008年 4月 1日ｰ 2009年 3月 31日）
※第 41回年次大会総会において配布した予算案の数字のうち、収入項目の「2007年度本会計繰越金」、

「小計（1）」支出項目の「本会計次年度繰越金」「小計（1）」に誤りがありました。以下のように訂正い
たします。申し訳ありませんでした。

（1）本会計
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大会参加費 150,000
大会寄付  0
学会誌売上 70,000
預金利息  2,000
出版社著作権協議会分配金 27,000
石本基金より事務補助 800,000
小計（1） 5,800,150

（収入）
前年度繰越金 14,314,142
故石本氏ご遺族寄付金 2009年 5,000,000
預金利息  20,000
小計（2） 19,334,142
 
＊懇親会基金 

2007年度繰越 122,221
   122,221

＊定期預金（満期 2009年 4月 25日） 
2007年度繰越 395,735
利息  779
合計（2008年度繰越） 396,514

ニューズレター制作費 100,000
第 41回大会運営費 400,000
通信費 400,000
印刷費 100,000
消耗品費 150,000
委員会交通費 150,000
事務局費 100,000
講師料 0
事務局補助給与 1,000,000
アルバイト代 150,000
手数料 5,000
支出合計（1） 3,455,000
本会計次年度繰越金 2,345,150
小計（1） 5,800,150

（支出）
若手研究助成金 1,050,000
出版助成 1,500,000
出版企画 1,000,000
国際学会援助金 50,000
石本賞副賞 100,000
賞状代 10,000
手数料 5,000
事務補助費（本会計へ支出） 800,000
贈与税（2009年分） 530,000
支出合計（2） 5,045,000
石本基金次年度繰越金 14,289,142
小計（2） 19,334,142

（2）石本基金

日本科学哲学会ニューズレター No. 42　2009年 2月 10日

編集兼発行 日本科学哲学会

事　務　局 〒 156-8550　東京都世田谷区桜上水 3-25-40　日本大学文理学部哲学研究室内
  Fax. 03-5317-9217〔宛名「日本科学哲学会」を必ず明記して下さい〕
  Tel . 03-5317-9702
  ※学会専用電話ではありませんので、電話での連絡は緊急の場合のみにしてください。

  e-mail: philsci@chs.nihon-u.ac.jp
  URL: http://wwwsoc.nii.ac.jp/pssj/

印　　　刷　 株式会社文成印刷　〒 168-0062　東京都杉並区方南 1-4-1


